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中
学
生
が
夏
休
み
福
祉
体
験　

災
害
が
起
き
た
ら
ど
う
行
動
す
る

　

8
月
3
日
、
白
石
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
「
夏
休
み
福
祉
体
験
」
の
中
で
、

「
災
害
が
起
き
た
ら
ど
う
行
動
す
る
」
と
題
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
白
石
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
市
内
の
中
学

生
26
人
が
参
加
。
講
師
は
白
石
市
出
身
で
東
日
本
大
震
災
後
、
亘
理
町
の
支
援

に
取
り
組
む
、
島
根
県
海あ

士ま

町
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
会
社
「
巡め
ぐ
り

の
環わ

」
の
松ま
つ

島し
ま

宏こ
う

佑す
け

さ
ん
。
松
島
さ
ん
は
、
被
災
地
の
状
況
や
思
い
な
ど
を
生
徒
た
ち
に
話
し
、

生
徒
た
ち
も
臆お
く

す
る
こ
と
な
く
自
分
た
ち
の
意
見
を
述
べ
た
。

　

３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
、
三
陸

沖
（
牡
鹿
半
島
の
東
南
東
約
１
３
０

㌔
）
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
９
・
０
の
巨
大
地
震
が
発
生
。
世

界
で
も
希ま
れ

な
巨
大
地
震
と
な
っ
た
。

ま
た
、
地
震
に
伴
っ
て
日
本
列
島
の

太
平
洋
側
で
は
津
波
が
発
生
。
各
地

で
大
き
な
被
害
を
出
し
た
。
こ
の
地

震
と
津
波
に
よ
る
死
者
数
は
７
月
30

日
現
在
、
１
５
、６
４
８
人
、
行
方

不
明
者
は
４
、９
７
９
人
と
さ
れ
、

阪
神
淡
路
大
震
災
と
比
べ
て
も
想
像

を
絶
す
る
数
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

阪
神
淡
路
大
震
災
と
比
較
し
て
少
な

い
の
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
と
松
島

さ
ん
は
穏
や
か
に
話
し
出
し
た
。

　

こ
の
日
の
テ
ー
マ
は
、「
災
害
が

起
き
た
ら
ど
う
行
動
す
る
」。
ま
ず
、

松
島
さ
ん
は
震
災
後
の
亘
理
町
で
の

経
験
を
話
し
た
。

　
「
親
類
が
イ
チ
ゴ
農
家
を
や
っ
て

い
て
、
な
じ
み
が
深
か
っ
た
亘
理
町

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
最
初
の
２
週
間

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
な
が

ら
何
か
で
き
な
い
か
を
模
索
し
、『
こ

ん
な
こ
と
や
り
た
い
ん
で
す
。
お
困

り
な
こ
と
は
な
い
で
す
か
』
と
い
う

ス
タ
ン
ス
で
、
ず
い
ぶ
ん
失
敗
も
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
動
き
方
を
変
え
る

こ
と
に
し
て
、
教
育
委
員
会
か
ら
ラ

ン
ド
セ
ル
が
30
個
足
り
な
い
と
聞
け

ば
、
翌
々
日
に
ラ
ン
ド
セ
ル
30
個
を

手
配
し
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
か
ら
ス
タ
ッ
フ
が
足
り
な
い
と

聞
け
ば
、
友
人
を
紹
介
し
た
り
し
ま

し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
を
積
み
重
ね

て
、『
相
手
が
信
頼
で
き
る
』
と
思

っ
て
く
れ
た
ら
、
こ
ち
ら
の
想
い
を

伝
え
る
、
こ
の
順
番
で
は
な
い
か
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

　
「
打
ち
合
わ
せ
だ
け
の
関
係
か
ら
一

歩
踏
み
込
む
た
め
、
よ
く
現
場
の
人

と
ド
ロ
に
ま
み
れ
な
が
ら
一
緒
に
汗

を
か
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ

の
方
と
一
緒
に
イ
チ
ゴ
畑
で
、
ド
ロ

の
撤
去
作
業
を
行
っ
た
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
立
ち
上
げ
る
方
と

施
設
を
一
緒
に
掃
除
し
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
一
緒
に
汗
を
か
い
た
後
の

休
憩
時
間
。
こ
の
時
間
は
、
心
と
心

が
通
い
あ
っ
た
話
が
で
き
る
の
で
、

相
手
の
方
が
困
っ
て
い
る
こ
と
を
聞

き
だ
す
こ
と
が
で
き
る
、
ぜ
い
た
く

な
時
間
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　
「
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
、
毎
日
、

朝
晩
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に

必
ず
顔
を
出
す
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
特
に
何
か
を
打
ち
合
わ
せ
す
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
そ
こ
に

い
る
人
た
ち
に
、『
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
』
と
あ
い
さ
つ
を
す
る
。
そ

し
て
、『
い
つ
も
い
る
』
こ
と
を
伝

え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
動
き
に
変
え
て
か
ら
、

活
動
の
幅
が
広
が
っ
て
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

区　分 今すぐできること 将来できること

自分一人

・節電・節水・節約（A･B･D･E）
・リサイクル（B･D）
・無駄なものを買わない（D）
・食料を無駄にしない（D）
・呼び掛け・応援活動（F）
・ボランティア活動（A）

・募金（A）
・寄付（A）
・ボランティア活動（F）

グループ・ゴミを増やさない（D）・協力する（D）

みんな
・募金（F）
・節電（C･E）
・支援物資（C）
・ボランティア活動（B･E）

・支援活動（F）・支援物資（E･F）
・プルタブ集め（B）
・応援活動（A）・募金活動（E）
・ボランティア活動（B）

白石中３年

　六
ろく

郷
ごう

　連
れん

さん

　東日本大震災の津波被害で母の知人が亡く
なり、母と一緒に支援物資を山元町に届けま
した。今回、ワークショップに参加して、一
人よりもみんなの力が集まれば、被災地のた
めにできることはたくさんあることを学びま
した。被災地を支援する方法はさまざま。今
後は、「どう行動するか」を考えながら、自分
にできることを続けていきたいと思います。

　
「
小
さ
く
て
も
い
い
の
で
、
自
分

た
ち
が
被
災
地
に
で
き
る
こ
と
っ

て
何
か
な
い
か
な
」。
亘
理
町
で
の

経
験
な
ど
を
紹
介
し
た
後
、
松
島
さ

ん
が
生
徒
た
ち
に
問
い
掛
け
る
。

　

生
徒
た
ち
は
Ａ
〜
Ｆ
の
６
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、「
今
す
ぐ

で
き
る
こ
と
」「
将
来
で
き
る
こ
と
」

を
話
し
合
っ
た
。
そ
し
て
、「
自
分

一
人
・
グ
ル
ー
プ
・
み
ん
な
」
で
で

き
る
こ
と
を
大
き
な
紙
に
書
い
て

発
表
し
た
。

　

松
島
さ
ん
は
こ
う
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
締
め
く
く
る
。

　
「
発
表
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
実
は

今
す
ぐ
に
一
人
で
も
で
き
る
こ
と
。

で
も
、
一
人
よ
り
み
ん
な
で
行
動
す

れ
ば
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
皆
さ

ん
は
、
震
災
復
興
の
担
い
手
で
す
。

最
後
に
も
う
一
度
聞
き
ま
す
」。

　
「
近
い
将
来
大
地
震
が
起
き
た
ら

皆
さ
ん
は
ど
う
行
動
し
ま
す
か
？
」

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う

関
わ
り
方

小
さ
く
て
も
い
い
。
自
分
た
ち
が

被
災
地
に
何
が
で
き
る
か

新しいまちづくりに挑戦

　これまでは、「ボランティア」というきっかけを通し
て地域のファンを増やすことを目的に活動してきまし
たが、今後は一度現地を訪れた方といかに「ゆるく長
いつながり」を持ち続けていけるかが重要ではないか
と考えています。
　そのためには、「亘理町は元気にやっていますよ」と
いった情報発信やツアーの企画、現地の方の想いを具
現化する支援などを、３年間は亘理町に居続けながら
取り組んでいきたいと考えています。
　亘理町の皆さんや県外のボランティアの皆さんなど
と一緒に、「新しいまちづくりに挑戦する」。この志で
一歩一歩進んでいきたいと思います。

松島　宏佑さん
白石市出身。平成22年５月、島根県
海士町のまちづくり支援会社「巡
の環」に入社。社員として、離島
への移住促進などに取り組む。
●まつんのブログ
http://blog.livedoor.jp/mattsun00/

コミュニティカフェ・亘理いちごっこ

希望
　津波で被害にあった畑
で６月下旬に見つかった
イチゴの苗。「人は希望
が見えると頑張れる」。
亘理町のおいしいイチゴ
が一日も早く食べられる
日がくることを祈って！

●「ふらっとーほく」ＵＲＬ
　http://fl atohoku.jp/why_onsen/

　５月初旬、手作り料理を提供するコミュニティカフェ
が亘理町にオープンした。り災証明を持っている人は
無料。一般の人もワンコイン（500円）以上の志で温かい
食事をとることができる。カフェの代表を務める馬

ば

場
ば

照
てる

子
こ

さんは震災直後、避難所の炊き出しなどに携わる
中「避難所生活などで栄養の偏

かたよ

りが気になりました。
全国から集まる支援物資も効率的に回せるのではない
かと考えました」と、設立のきっかけを語る。
　オープンに当たっては、松島さんなどのボランティ
アも協力。馬場さんは「多くの人たちと語り合う機会
を得て、衣食住が足りることだけが幸せではないと感
じました。人として生きがいを持つことや喜びを見い
だしていくこと。そして、人のつながりに支えられ一
歩も二歩も踏み出していくこと。人によってそのケー
スはさまざまですが、人とのつながりを大切に活動し
ていきます」と話している。
亘理郡亘理町字下小路29-1（亘理小学校南門前）
☎090-4043-5216（支援物資を送る場合は事前に連絡を）
火・木・土・日曜日　11:30 ～ 18:30（駐車場有）
http://watari-ichigokko.blogspot.com/

　
「
震
災
後
、『
ふ
ら
っ
と
ー
ほ
く
』

と
い
う
温
泉
宿
に
泊
ま
っ
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
来
た
い
人
、
宿
泊
施
設
、
被
災
地

の
三
方
良
し
の
取
り
組
み
と
し
て
好

評
を
得
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
縮
小
に
伴
い

７
月
末
で
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、『
ふ
ら
っ
と
ー
ほ
く
』
の

活
動
が
終
わ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
８
月
か
ら
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
し

て
、『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
地
域
の
新

し
い
関
わ
り
×
ま
ち
づ
く
り
』
を
テ

ー
マ
に
、
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

掘
り
起
こ
し
な
ど
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

▲食べに行くことが支援になります 。ぜひ、ご利用ください。

◀
生
徒
た
ち
が
発
表
し
た
で
き
る
こ
と

被
災
地
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
ふ
ら
っ
と
ー
ほ
く
」を
発
足

自分にできることを続けたい

ボランティアを一括して送迎

ボランティア

被災地宿泊施設

近場での被災地支援のモデル提供

ボランティアとして働く

受入先として
ボランティアを活かす

東北の観光産業に
宿泊代で貢献

東北での宿泊拠点と
休息時間の提供
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